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朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

千
葉

平
成
２
７
年
１
０
月
２
３
日
金
曜
日(

旧
暦
九
月
十
一
日)

担
当

加
藤

徹

二
十
四
節
気

季
秋

晩
秋

旧
暦
九
月

寒
露

１
０
月
８
日

霜
降

１
０
月
２
４
日

孟
冬

初
冬

旧
暦
十
月

立
冬

１
１
月
８
日

小
雪

１
１
月
２
３
日

仲
冬

中
冬

旧
暦
十
一
月

大
雪

１
２
月
７
日

冬
至

１
２
月
２
２
日

季
冬

晩
冬

旧
暦
十
二
月

小
寒

１
月
６
日

大
寒

１
月
２
１
日

２
０
１
６
年
の
旧
暦
一
月
一
日(

「
春
節
」)

は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
２
月
８
日
。

辞
世

前
原
一
誠(

１
８
３
４
～
１
８
７
６)

欲
掃
元
悪
不
顧
身

元
悪
を
掃
は
ん
と
欲
し
て

身
を
顧
み
ず

死
生
得
失
風
前
塵

死
生

得
失

風
前
の
塵

生
来
初
灑
丈
夫
涙

生
来

初
め
て
灑
ぐ

丈
夫
の
涙

不
孝
兄
弟
殉
国
人

不
孝
な
る
兄
弟

殉
国
の
人

ジ
セ
イ
。
マ
エ
バ
ラ
イ
ッ
セ
イ
。
ゲ
ン
ア
ク
を
ハ
ラ
わ
ん
と
ホ
ッ
し
て
ミ
を
カ
エ
リ
み
ず
。
シ
セ
イ
、

ト
ク
シ
ツ
、
フ
ウ
ゼ
ン
の
チ
リ
。
セ
イ
ラ
イ
、
ハ
ジ
め
て
ソ
ソ
ぐ
、
ジ
ョ
ウ
フ
の
ナ
ミ
ダ
。
フ
コ
ウ
な
る

キ
ョ
ウ
ダ
イ
、
ジ
ュ
ン
コ
ク
の
ヒ
ト
。

【
注
】
前
原
一
誠
…
維
新
の
十
傑
の
一
人
。
萩
の
乱
で
「
殉
国
軍
」
と
し
て
決
起
す
る
が
、
鎮
圧
さ
れ

刑
死
。
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
で
は
佐
藤
隆
太
が
演
じ
た
。
〇
元
悪
…
元
凶
。
〇
殉
国
…
国
の
た
め

に
自
分
の
命
を
棄
て
る
こ
と
。
〇
不
孝
…
こ
の
詩
で
は
親
よ
り
も
先
に
死
ぬ
こ
と
を
指
す
。

富
岡

(

二
首
の
う
ち
の
一
首)

尾
高
惇
忠(

１
８
３
０
～
１
９
０
１)

遠
望
近
観
呼
快
哉

遠
望

近
観

快
哉
を
呼
ぶ

俄
然
高
厦
現
霊
臺

俄
然

高
厦

霊
臺
に
現
は
る

皇
猷
嘉
納
西
洋
術

皇
猷

嘉
納
し
た
ま
ふ

西
洋
の
術

移
得
斬
新
奇
器
来

斬
新
な
る
奇
器
を
移
し
得
て
来
る

ト
ミ
オ
カ
。
オ
ダ
カ
・
ア
ツ
タ
ダ
。
エ
ン
ボ
ウ
、
キ
ン
カ
ン
、
カ
イ
サ
イ
を
サ
ケ
ぶ
。
ガ
ゼ
ン
と
し

て
コ
ウ
カ
、
レ
イ
ダ
イ
に
ア
ラ
わ
る
。
コ
ウ
ユ
ウ
、
カ
ノ
ウ
し
た
も
う
、
セ
イ
ヨ
ウ
の
ジ
ュ
ツ
。
ザ
ン

シ
ン
な
る
キ
キ
を
ウ
ツ
し
エ
て
キ
タ
る
。

【
注
】
富
岡
…
群
馬
県
富
岡
市
。
世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
岡
製
糸
場
が
経
営
不
振
で
閉
鎖
寸
前
に
な
っ
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た
と
き
、
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
小
田
村
伊
之
助
（
楫
取
素
彦
）
の
嘆
願
と
努
力
に
よ
っ
て
存
続

し
た
。
〇
尾
高
惇
忠
…
近
代
日
本
の
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
の
義
兄
で
、
栄
一
に
『
論
語
』
を
教
え
た
師

(

※)
。
富
岡
製
糸
場
の
初
代
場
長
も
つ
と
め
た
。
〇
遠
望
・
近
観
…
遠
く
か
ら
見
る
人
と
、
近
く
で
見

る
人
。
〇
高
厦
…
高
層
建
築
。
〇
霊
臺
…
霊
台
。
魂
が
宿
る
神
聖
な
と
こ
ろ
。
富
岡
製
糸
場
を
建
設
す

る
前
、
尾
高
と
義
弟
の
渋
沢
栄
一
は
妙
義
神
社
に
参
詣
し
、
西
洋
風
の
建
物
を
こ
の
地
に
建
て
る
こ
と
に

つ
い
て
神
に
報
告
し
た
。
〇
皇
猷
…
天
子
が
国
を
お
さ
め
る
た
め
に
立
て
る
計
画
。
〇
移
得
斬
新
奇
器

来
…
「
お
雇
い
外
国
人
」
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ナ

(Paul
Brunat)

は
、
地
元
の
在

来
の
製
糸
法
を
ふ
ま
え
た
上
で
新
し
い
製
糸
場
用
の
機
械
を
特
別
発
注
し
、
日
本
ま
で
運
び
、
明
治
五
年

(

１
８
７
２)

に
操
業
を
開
始
し
た
。

(

※
関
連
情
報)

渋
沢
栄
一
記
念
財
団(

電
話03-3910-2314

)

「
論
語
と
そ
ろ
ば
ん
」
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
６

２
月
１
０
日(

水)

夜
、
東
京
駅
北
口
の
会
場
に
て

「
伝
統
と
現
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
論
語
』
の
読
み
方
」
講
師
：
加
藤

徹

邯
鄲
冬
至
夜
思
家

白
居
易(

７
７
２
～
８
４
６)

邯
鄲
駅
裏
逢
冬
至

邯
鄲
の
駅
の
裏

冬
至
に
逢
ふ

抱
膝
灯
前
影
伴
身

膝
を
抱
け
ば

灯
前

影
の
み
身
に
伴
ふ

想
得
家
中
夜
深
坐

想
ひ
得
た
り

家
中

夜

深
く
坐
す
と

還
応
説
著
遠
行
人

還
た
応
に
遠
行
の
人
を
説
著
す
る
な
る
べ
し

カ
ン
タ
ン
の
ト
ウ
ジ
の
ヨ
ル
、
イ
エ
を
オ
モ
う
。
ハ
ク
キ
ョ
イ
。
カ
ン
タ
ン
の
エ
キ
の
ウ
チ
、
ト
ウ
ジ

に
ア
う
。
ヒ
ザ
を
イ
ダ
け
ば
、
ト
ウ
ゼ
ン
、
カ
ゲ
の
み
ミ
に
ト
モ
ナ
う
。
オ
モ
い
エ
た
り
、
カ
チ
ュ
ウ
、

ヨ
ル
、
フ
カ
く
ザ
す
と
。
マ
た
マ
サ
に
エ
ン
コ
ウ
の
ヒ
ト
を
セ
ッ
チ
ャ
ク
す
る
な
る
べ
し
。

【
注
】
唐
の
貞
元
二
十
年(

８
０
４)

の
暮
れ
、
役
人
だ
っ
た
三
十
三
歳
の
作
者
が
、
現
在
の
河
北
省
邯

鄲
市
に
あ
っ
た
駅
舎
で
詠
ん
だ
旅
愁
と
愁
眠
の
七
言
絶
句
。
〇
想
得
…
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
自

然
と
思
い
浮
か
ぶ
。
〇
家
中
…
故
郷
の
家
族
。
説
著
…
口
語
体
の
漢
語
で
、「
説
」
は
喋
る
、「
著
」(

着)

は
「
～
し
て
い
る
」
。
〇
遠
行
人
…
遠
く
旅
し
て
い
る
人
。
作
者
自
身
を
指
す
。

han2
dan1

dong1
zhi4

ye4
si1

jia1
bai2

ju1
yi4

han2
dan1

yi4
li3

feng2
dong1

zhi4
/

bao4
xi1

deng1
qian2

ying3
ban4

shen1
/

xiang3
de2

jia1
zhong1

ye4
shen1

zuo4
/

hai2
ying1

shuo1
zhe0

yuan3
xing2

ren2

★
来
年
の
干
支
は
丙
申(

へ
い
し
ん
。
ひ
の
え
さ
る)

猿
猴
が
月
を
取
る

え
ん
こ
う

《
「
僧
祇
律
」
七
の
、
猿
が
井
戸
に
映
っ
た
月
を
取
ろ
う
と
し
て
水
に
お
ぼ
れ
た
と
い
う
故
事
か
ら
》
身
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分
不
相
応
な
大
望
を
抱
い
て
破
滅
す
る
こ
と
の
た
と
え
。
猿
猴
捉
月(

そ
く
げ
つ)

。
猿
猴
が
月
。
猿
猴
が

月
に
愛
を
な
す
。

―
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
七

法
顕
訳

佛
告
諸
比
丘
。
過
去
世
時
、
有
城
名
波
羅
奈
、
國
名
伽
尸
。
於
空
閑
處
、
有
五
百
獼
猴
。

遊
行
林
中
、
到
一
尼
倶
律
樹
。
樹
下
有
井
、
井
中
有
月
影
現
。

時
獼
猴
主
見
是
月
影
、
語
諸
伴
言
「
月
今
日
死
落
在
井
中
。
當
共
出
之
。
莫
令
世
間
長

夜
闇
冥
」
。
共
作
議
言
、
云
「
何
能
出
」
。
時
獼
猴
主
言
「
我
知
出
法
。
我
捉
樹
枝
、
汝
捉

我
尾
、
展
轉
相
連
、
乃
可
出
之
」
。

時
諸
獼
猴
即
如
主
語
、
展
轉
相
捉
。
小
未
至
水
。
連
獼
猴
重
。
樹
弱
枝
折
、
一
切
獼
猴

墮
井
水
中
。
爾
時
樹
神
便
説
偈
、
言
、

是
等
騃
榛
獸

癡
衆
共
相
隨

坐
自
生
苦
惱

何
能
救
世
間

佛
、
諸
比
丘
に
告
ぐ
。

ほ
と
け

し

ょ

び

く

過
去
世
の
時
、
城
の
波
羅
奈
と
名
づ
く
、
國
の
伽
尸
と
名
づ
く
有
り
。
空
閑
の
處
に
於
て
、
五
百
の
獼
猴

は

ら

な

か

し

と
こ
ろ

び

こ

う

有
り
。
林
中
を
遊
行
し
、
一
の
尼
倶
律
樹
に
到
る
。
樹
下
に
井
有
り
て
、
井
の
中
に
月
影
の
現
は
る
る

ゆ
ぎ
ょ
う

に

ぐ

り

つ

じ

ゅ

い

有
り
。

時
に
獼
猴
の
主
、
是
の
月
影
を
見
、
諸
伴
に
語
り
て
言
ふ
「
月
、
今
日
、
死
し
て
落
ち
、
井
の
中
に

し
ゅ

こ

在
り
。
當
に
共
に
之
を
出
だ
す
べ
し
。
世
間
を
し
て
長
夜
闇

冥
な
ら
し
む
る
こ
と
莫
か
れ
」
と
。

ま
さ

こ
れ

あ
ん
み
ょ
う

な

共
に
議
言
を
作
し
て
云
ふ
「
何
ぞ
能
く
出
だ
さ
ん
」
と
。
時
に
獼
猴
の
主
、
言
ふ
「
我
、
出
だ
す
法

な

よ

を
知
る
。
我
、
樹
の
枝
を
捉
へ
、
汝
、
我
が
尾
を
捉
へ
、
展
轉
し
て
相

連
れ
ば
、
乃
ち
之
を
出
だ
す
べ

て
ん
て
ん

あ
ひ
つ
ら
な

す
な
は

し
」
と
。

時
に
諸
獼
猴
、
即
ち
主
の
語
る
が
如
く
し
、
展
轉
し
て
相
捉
ふ
。
小
さ
き
も
の
未
だ
水
に
至
ら
ざ
る

に
、
連
り
し
獼
猴
は
重
し
。
樹
弱
く
枝
折
れ
て
、
一
切
の
獼
猴
は
井
の
水
の
中
に
墮
つ
。

爾
の
時
、
樹
神
、
便
ち
偈
を
説
き
て
言
ふ
、

そ

す
な
は

げ

是
れ
ら
の
騃
か
な
る
榛

獸

癡
衆
は
共
に
相
隨
ふ

お
ろ

し
ん
じ
ゅ
う

ち
し
ゅ
う

坐
ろ
に
自
づ
か
ら
苦
惱
を
生
ず

何
ぞ
能
く
世
間
を
救
は
ん
や

そ
ぞ

お
の

【
語
注
】
摩
訶
僧
祇
律
（
ま
か
そ
う
ぎ
り
つ
）
…
仏
教
の
大
衆
部
に
継
承
さ
れ
て
き
た
「
律
」
。
〇
法
顕

(

ほ
っ
け
ん
。
３
３
７
～
４
２
２)

…
東
晋
時
代
の
訳
経
僧
の
名
前
。
〇
波
羅
奈
…
は
ら
な
。「
波
羅
奈
国
」
。

イ
ン
ド
北
部
の
宗
教
都
市V

aranasi(

カ
ナ
表
記
は
バ
ラ
ナ
シ
、
ワ
ー
ラ
ー
ナ
シ
、
ベ
ナ
レ
ス
、
バ
ナ
ー

ラ
ス
、
等)

。
〇
獼
猴
…
サ
ル
。
〇
尼
倶
律
樹
…
大
き
な
木
の
一
種
。
英
訳
はnyagrodha

tree

、
漢
訳

は
尼
拘
律
樹
、
尼
倶
類
樹
と
も
。
〇
獼
猴
主
…
サ
ル
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
。
〇
騃
…
愚
騃(

ぐ
が
い)

、
痴

騃(

ち
が
い)

。
〇
榛
…
シ
ン
。
は
し
ば
み
。
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見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
の
「
三
猿
」(

さ
ん
え
ん/

さ
ん
ざ
る)

「
和
漢
三
才
図
会
」
巻
之
四

「
時
候
類
」
庚
申
の
条
よ
り

有
本
尊
、
号
青
面
金
剛
。
其
前
有
三
猴
。
一
以
両
手
塞
眼
、
一
塞
耳
、
一
塞
口
。
以
為

不
視
、
不
聴
、
不
言
之
戒
乎
。

本
尊
有
り
、
青
面
金
剛
と
号
す
。
其
の
前
に
三
猴
有
り
。
一
は
両
手
を
以
て
眼
を
塞
ぎ
、
一
は
耳
を

塞
ぎ
、
一
は
口
を
塞
ぐ
。
以
て
視
ざ
る
、
聴
か
ざ
る
、
言
は
ざ
る
の
戒
と
為
す
か
。

ホ
ン
ゾ
ン
ア
り
、
シ
ョ
ウ
メ
ン
コ
ン
ゴ
ウ
と
ゴ
ウ
す
。
ソ
の
マ
エ
に
サ
ン
コ
ウ
ア
り
。
イ
ツ
は
リ
ョ

ウ
テ
を
モ
ッ
て
メ
を
フ
サ
ぎ
、
イ
ツ
は
ミ
ミ
を
フ
サ
ぎ
、
イ
ツ
は
ク
チ
を
フ
サ
ぐ
。
モ
ッ
て
ミ
ざ
る
、

キ
か
ざ
る
、
イ
わ
ざ
る
の
イ
マ
シ
メ
と
ナ
す
か
。

【
語
注
】
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
わ
か
ん
さ
ん
さ
い
ず
え)
…
江
戸
時
代
の
医
師
・
寺
島
良
安(

て
ら
じ
ま

り
ょ
う
あ
ん)

が
、
明
の
王
圻(

お
う
き)

に
よ
る
類
書
『
三
才
図
会
』
に
範
に
と
っ
て
編
纂
し
た
類
書
。

正
徳
二
年
（
１
７
１
２
）
に
成
立
。
〇
青
面
金
剛
…
青
面
金
剛
明
王
。
庚
申
講
の
本
尊
で
あ
る
夜
叉
神(

や

し
ゃ
し
ん/

や
し
ゃ
が
み)

。
〇
三
猴
…
三
猿(

さ
ん
え
ん/

さ
ん
ざ
る)
に
同
じ
。

参
考

「
見
聞
言
動
」
の
「
四
猿
」
の
教
え

『
論
語
』
顔
淵
第
十
二
よ
り

顔
淵
問
仁
。
子
曰
「
克
己
復
礼
為
仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
為
仁
由
己
、

而
由
人
乎
哉
」
。
顔
淵
曰
「
請
問
其
目
」
。
子
曰
「
非
礼
勿
視
、
非
礼
勿
視
、
非
礼
勿
言
、

非
礼
勿
動
」
。
顔
淵
曰
「
回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
」
。

顔
淵(

が
ん
え
ん)

仁(

じ
ん)

を
問(

と)

ふ
。

子(

し)

曰(

の
た
ま
わ)

く
「
己(

お
の
れ)

に
克(

か)

ち
て
礼(

れ
い)

に
復(

か
え)

る
を
仁
（
じ
ん
）
と

為(

な)

す
。
一
日(

い
ち
じ
つ)

己
に
克
ち
て
礼
に
復
れ
ば
、
天
下(

て
ん
か)

仁
に
帰(

き)

す
。
仁
を
為
（
な
）

す
は
己
由(

よ)

る
。
人(

ひ
と)

に
由
ら
ん
や
」
と
。

顔
淵
曰(

い
わ)

く
「
請(

こ)

ふ
、
其(

そ)

の
目(

も
く)

を
問
（
と
）
は
ん
」
と
。

子
（
し
）
曰
（
の
た
ま
わ
）
く
「
非
礼
（
ひ
れ
い
）

視(

み)

る
勿(

な
か)

れ
、
非
礼
（
ひ
れ
い
）
聴(

き)

く
勿
れ
、
非
礼
言(

い)

ふ
勿
れ
、
非
礼
動(

う
ご)

く
勿
れ
」
と
。

顔
淵
（
が
ん
え
ん
）
曰
（
い
わ
）
く
「
回(

か
い)

不
敏(

ふ
び
ん)

な
り
と
雖(

い
え
ど)

も
、
請
ふ
、
斯

(

こ)

の
語(

ご)

を
事(

こ
と)

と
せ
ん
」
と
。
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